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■お問い合わせは保健福祉課介護保険係（℡32-2000）まで

段階区分 対　　　　象　　　　者
基準額に

対する割合

保　険　料（円）

年　　額 月　　額

第１段階

生活保護を受給されている方

老齢福祉年金受給者または住民税非課税世帯で、前年の本人の合計所得金額

と課税年金収入額が80万円以下の方

基準額×0.50 30,600 2,550

第２段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額が80万円

超120万円以下の方
基準額×0.75 45,900 3,825

第３段階
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額が120万

円超の方
基準額×0.75 45,900 3,825

第４段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、前年の合

計所得金額と課税年金収入額が80万円以下の方
基準額×0.90 55,000 4,580

第５段階
世帯の誰かに住民税が課税されているが、本人は住民税非課税で、前年の合

計所得金額と課税年金収入額が80万円超の方
基準額 61,200 5,100

第６段階 本人が住民税課税者で前年の所得金額が120万円未満の方 基準額×1.20 73,400 6,110

第７段階 本人が住民税課税者で前年の所得金額が120万円以上の方 基準額×1.30 79,500 6,625

第８段階 本人が住民税課税者で前年の所得金額が190万円以上の方 基準額×1.50 91,800 7,650

第９段階 本人が住民税課税者で前年の所得金額が290万円以上の方 基準額×1.70 104,000 8,660

☆保険料の決まり方と納め方

　国民健康保険加入されている方の介護保険料は、下記の算定方法で世帯ごとに決められます。

　医療保険分と介護保険分を合わせて、納めていただきます。職場の医療保険に加入されている方は、

医療保険ごとに設定される介護保険料率に応じ算定されます。

40 歳以上 65 歳未満の方の介護保険料【財源内訳 28％】（第２号被保険者）

所得割

第２号被保険

者の所得に応

じ計算

現行0.7/100

均等割

世帯の第２号

被保険者数に

応じ計算

現行4,000円

平等割

第２号被保険

者の属する

世帯

現行4,000円

資産割

第２号被保険

者の資産に応

じ計算

現行6.5/100

＋ ＋ ＋

※６月中旬に見直し後の率などが決定します。

65 歳以上の方の介護保険料【財源内訳 22％】（第１号被保険者）

　高齢者の増加に伴い、介護保険の財源に占める保険料負担割合は、第１号被保険者22％、第２号被保

険者28％と変わりました。

　65歳以上の方の介護保険料は、３年ごとに見直され、介護サービスにかかる

費用などから算出した『基準額』をもとに、みなさんの所得に応じて決まります。

　第６期介護保険料は、所得水準に応じできめ細やかな保険料設定とするため、

現行の保険料段階設定を６段階から、国の基準通り９段階に見直しています。

　また、介護保険事業基金を取り崩し、保険料の上昇をできるだけ抑制するようにしました。

　低所得者の保険料については、今後、基準額に対する割合の引き下げが予定されています。

　老齢・遺族・障害年金などが年額18万以上の方は、年金から差し引かれます。年度途中で65歳になっ

たり、所得の変更があった場合などには一時的に納付書で納めていただくことになります。

介護サービス
の総費用

65歳以上の方
の負担22％

65歳以上の方
の人数

一人あたりの
保険料の基準額÷ ÷ ＝

☆平成27年度から平成29年度の所得段階区分ごとの保険料
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